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率
は
、
小
学
生
が　

％
、
中
学
生

８０

が　

％
で
す
。
ま
た
、
所
有
す
る

９７
児
童
・
生
徒
の
う
ち　

％
が
掲
示

１６

板
や
会
員
制
・
検
索
サ
イ
ト
等
に

個
人
情
報
を
書
き
込
み
し
た
こ
と

が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

校
内
で
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
や

学
校
裏
サ
イ
ト
等
の
実
態
が
あ
る

の
で
、
携
帯
電
話
教
室
や
日
々
の

　

平
成　

年
度
か
ら
３
カ
年
計
画

２３

で
、
相
武
台
地
域
の
住
居
表
示
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
町

名
そ
の
も
の
が
歴
史
的
経
過
の
中

で
入
り
組
ん
で
お
り
、
町
名
を
整

理
統
合
す
る
「
町
名
変
更
」
に
着

手
し
、
そ
の
後
建
物
ご
と
に
番
号

を
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
住
居
表

示
」
を
実
施
す
る
計
画
で
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

相
武
台
地
域
の
町
名
変
更
は
、

昭
和　

年
に
行
っ
た
後　

年
近
く

４９

４０

も
経
過
し
て
お
り
、
名
称
等
の
関

係
で
中
断
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
住
居
表

示
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
評
価
を
す
る
も
の
で
す
が
、

時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
市
民
理

解
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
谷
地
域
及
び
座
間
地
域

は
町
名
変
更
を
し
た
ま
ま
住
居
表

示
が
未
実
施
で
、
住
所
を
探
す
際

等
に
不
便
な
状
況
で
あ
り
早
急
に

着
手
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

相
武
台
地
域
の
住
居
表

示
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
に

２３

予
算
化
し
、
相
武
台
地
域
の
全
世

帯
及
び
全
事
業
所
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
、
理
解
と
協

力
を
求
め
て
い
き
、
平
成　

年
ま

２５

で
の
３
カ
年
事
業
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
後
、
入
谷
地
域
及

び
座
間
地
域
の
未
整
備
地
域
に
つ

い
て
逐
次
実
施
し
て
い
き
た
い
。

い
と
思
い
ま
す
。
市
民
へ
の
周
知

を
図
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
５
月
に

発
行
予
定
の
市
民
便
利
帳
に
防
災

マ
ッ
プ
を
掲
載
し
、
そ
の
分
の
予

算
で
各
地
域
の
公
園
な
ど
に
近
隣

の
広
域
避
難
場
所
の
案
内
ボ
ー
ド

な
ど
を
順
次
設
置
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
災
害
が
あ
っ

た
と
き
に
地
域
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
、
今
後
組
織
率
を
上
げ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

市
民
便
利
帳
に
は

避
難
場
所
の
地
図
な
ど
を
掲
載
し

ま
す
。
広
域
避
難
場
所
の
案
内
ボ

ー
ド
な
ど
は
、今
後
検
討
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
数
は
１
４
２
組
織

で
、
組
織
率
は　

％
で
す
。
今
後

７３

と
も
各
種
訓
練
や
広
報
紙
等
、
機

会
を
と
ら
え
な
が
ら
組
織
の
結
成

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
座
間
市
の
税
金
は
他
市
と
比

較
し
て
高
く
な
い
で
す
か
」
と
何

人
か
の
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
納
め
た
税

金
が
十
分
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の

か
、
疑
問
を
抱
い
た
方
も
お
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
本
市
の
市
民
税

に
対
す
る
税
率
に
つ
い
て
お
示
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
市
の
税
率

に
つ
い
て
も
お
示
し
を
願
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
市
長
の
市
民
税
に
対

す
る
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

私
も
「
座
間
市
は
税
金

が
高
い
」
と
市
民
か
ら
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
特
に
、
住
民
税
の
フ
ラ

ッ
ト
化
が
あ
っ
た
年
度
に
、
そ
う

し
た
感
覚
は
あ
り
得
た
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
を
総
合
し
て

判
断
す
る
と
、
他
市
に
比
べ
れ
ば

幾
ら
か
で
も
低
い
状
況
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
説
明
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

本
市
の
市
民

税
の
税
率
は
、
個
人
市
民
税
の
均

等
割
が
３
０
０
０
円
で
横
浜
市
を

除
き
県
下
同
額
、
個
人
市
民
税
の

所
得
割
が
６
％
で
県
下
同
率
で
す
。

さ
ら
に
、
法
人
市
民
税
の
均
等
割

が
資
本
金
な
ど
に
応
じ
５
万
円
か

ら
３
０
０
万
円
ま
で　

段
階
に
分

１０

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人

税
割
が
資
本
金
１
億
円
以
下
の
法

人
等
は
標
準
税
率
の　

・
３
％
、

１２

１
億
円
超
の
法
人
等
は　

・
７
％

１４

で
い
ず
れ
も
県
下
同
率
で
す
。

　

本
市
は
企
業
投
資
促
進
条
例
の

改
正
で
、
奨
励
金
で
最
大
６
０
０

０
万
円
、
５
年
間
で
３
億
円
を
企

業
に
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
県

の
事
業
で
は
「
イ
ン
ベ
ス
ト
神
奈

川
」
と
い
う
、
本
社
・
研
究
所
を

新
設
や
増
設
し
た
と
き
に
助
成
金

と
し
て
税
金
を
あ
げ
て
し
ま
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
も
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
総
額
の
約

９
割
は
大
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
企
業
の
立
地
件
数
が
伸
び

た
か
と
言
え
ば
、
全
国
平
均
よ
り

も
神
奈
川
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」
を
受
け

た
大
企
業
か
ら
の
法
人
税
収
は
減

っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
「
イ

ン
ベ
ス
ト
神
奈
川
」
が
ど
う
い
う

結
果
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
は
、
本
市
の
企
業
投
資
奨
励
金

を
考
え
る
上
で
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
何
割
以
上
は

市
内
か
ら
採
用
す
る
と
い
う
手
立

て
や
、
工
場
が
移
転
す
る
こ
と
の

保
険
を
設
け
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
企
業
投
資
奨

励
金
で
一
定
の
雇
用
と
税
収
の
増

加
見
込
み
、
と
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
具
体
策
を
と
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

市
内
で
何
割

以
上
雇
用
す
る
と
い
う
点
は
、
ご

提
案
と
し
て
受
け
と
め
ま
す
。
奨

励
金
は　

年
間
に
分
け
て
交
付
す

１０

る
こ
と
で
、　

年
間
は
事
業
を
継

１０

続
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
４
面
か
ら
続
く
）

授
業
の
中
で
継
続
的
に
伝
え
る
と

い
う
地
道
な
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
学
級
懇
談
会
や
保
護
者

会
の
場
で
、
保
護
者
に
対
し
啓
発

活
動
を
今
後
も
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
心
の
育
成

に
向
け
、
道
徳
の
時
間
を
か
な
め

と
し
た
心
の
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
期
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
日
ご
ろ
の

備
え
や
、
行
政
・
市
民
・
地
域
等

の
日
ご
ろ
か
ら
の
連
携
と
体
制
づ

く
り
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
実
際

に
災
害
が
起
き
た
と
き
に
役
に
立

つ
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
防
災
マ
ッ
プ
を
更
新

す
る
た
び
に
全
戸
配
布
を
し
て
い

ま
す
が
、
大
き
い
た
め
自
宅
に
マ

ッ
プ
を
張
っ
て
い
る
市
民
は
少
な

　

地
方
自
治
分
権
化
の
中
で
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
市
民
に
安
全

や
安
心
を
与
え
る
自
治
体
を
目
指

し
、
生
活
に
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
・
効
果
的
に
提
供
し
、

ま
た
、
文
化
や
産
業
な
ど
地
域
個

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
に
、
私
は
平
成　

年
１８

に
国
内
友
好
都
市
事
業
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
翌
年
市
民
公

募
の
代
表
を
含
め
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
本
市
に
な
い
魅
力
を

持
つ
都
市
と
の
提
携
で
、
幅
広
い

市
民
活
動
に
よ
る
息
の
長
い
交
流

が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
福

島
県
須
賀
川
市
が
候
補
地
と
し
て

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
３
年
間
に
お
い

て
、
相
互
に
教
育
・
文
化
、
産
業

な
ど
幅
広
く
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　

平
成　

年
は
本
市
が
市
制
施
行

２３

　

周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
須
賀

４０川
市
と
国
内
友
好
都
市
の
締
結
調

印
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

須
賀
川
市
長
を
始
め
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
年
を
追
う
ご
と
に

着
実
に
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

国
内
友
好
都
市
の
締
結
に
お
い

て
、
私
ど
も
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
伝
え
、
協
議
す
る
中
で
具
体
的

に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
を
計

２３

画
期
間
と
す
る
座
間
市
福
祉
プ
ラ

ン
と
座
間
市
地
域
福
祉
計
画
の
改

定
の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
域
福
祉
計
画
の
遂
行

に
当
た
っ
て
は
、
座
間
市
地
域
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
委
員
会
に

事
業
報
告
を
し
、
評
価
を
求
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

改
定
に
当
た
り
前
計
画
は
ど
の
よ

（
６
面
へ
続
く
）

▽　

２
月　

日　

開
会
、
会
期
決

２４

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑▽　

２
月　

日　

議
案
上
程
・
総

２５

括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
上

程
・
委
員
会
付
託
、
選
挙
管
理
委

員
の
選
挙
、
選
挙
管
理
委
員
補
充

員
の
選
挙
、
議
案
上
程
（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決

▽　

３
月
３
日　

一
般
質
問

▽　

３
月
４
日　

一
般
質
問

▽　

３
月
７
日　

一
般
質
問

▽　

３
月　

日　

議
案
上
程
・
委

２５

員
会
審
査
報
告
･
質
疑
・
討
論
・

採
決
、
継
続
審
査
案
件
上
程
、
基

地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・

質
疑
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
陳
情

上
程
・
閉
会
中
の
継
続
審
査
、
議

員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省

略
・
採
決
、閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
及
び

討
論
は
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

質　
　

疑
（
２
月　

日
）

２４

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）

　

総
括
質
疑
（
２
月　

日
・　

日
）

２４

２５

　

池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
牧

嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
小
野

た
づ
子
（
公
明
党
）
、
伊
田
雅
彦

（
政
和
会
）

　

討　
　

論
（
３
月　

日
）

２５

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
小

野
た
づ
子
（
公
明
党
）
、
牧
嶋
と

よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
山
本

愈
（
政
和
会
）
、
中
澤
邦
雄
（
日

本
共
産
党
）
、
沖
本
浩
二
（
市
政

ク
ラ
ブ
）

本
会
議
の
概
要

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
政
和
会
》

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を　
!!

山
本　

愈 
議
員
《
政
和
会
》

入
谷
地
域
等
の住

居
表
示
に
つ
い
て

　

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

須
賀
川
市
と

国
内
友
好
都
市
の
締
結
を

　

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

座
間
市
の
税
金
は
高
い
の
か
？

　

牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に

人
材
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

　

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

市
内
企
業
へ
の

奨
励
金
制
度
の
改
善
を


